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る が（ 野 口，2013； 落 合，2013； 桶 川，
2011；筒井，2008；上野，2009；山田，2005）、
実証研究は高谷（2009，2012）がみられる程



















































































実施した。1 回目は 2006 年 3 月にＡ氏の居
住地域の飲食店でメモをとる形式、2 回目は















































































































































































































































































































































































































































































































































































6） 親密圏をめぐる議論は Habermas が初発
とみられる。氏は公共圏との関連から親密
圏に着眼し、こうした家族を親密圏と同一
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